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実

施
日
；
平

成
２

６
年

４
月

２
９

日
( 火

); 大
雨

～
３

０
日

( 水
); 曇

り
後

晴
 

◇
 
参

加
者

；
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
沖

﨑
吉

信
、

川
島

 
功

、
椎

木
 

尭
 

 
 

計
３

名
。

 

◇
 
作

業
内

容
 

・
水

場
径

の
段

差
改

修
( １

０
箇

所
) 。

 

・
薪

置
場

へ
の

薪
補

充
。

 

・
今

野
・

椎
木

両
氏

の
弁

当
作

り
等

の
接

待
と

来
宿

者
５

名
の

対
応

。
 

・
下

北
山

村
役

場
訪

問
( ４

０
周

年
記

念
祝

賀
会

招
待

状
届

け
る

) 。
 

◇
 
情

 
報

 

池
郷

林
道

崩
壊

地
、

５
月

末
完

了
の

予
定

。
 

 

連
休

の
第

一
陣

を
受

賜
っ

た
。

天
気

予
報

は
最

悪
で

大
雨

予
報

。
 

当
日

久
々

役
場

ガ
レ

ー
ジ

へ
飛

び
込

み
、

雨
具

着
用

と
背

負
子

荷
の

雨
対

策
を

行
う

。
 

こ
の

大
雨

の
中

で
も

カ
ナ

ウ
ナ

ギ
ト

ン
ネ

ル
近

く
で

は
、

工
事

中
で

３
日

，

４
日

、
５

日
の

三
日

間
の

み
休

み
と

な
る

様
で

あ
る

。
 

１
１

時
前

頃
小

屋
着

。
早

速
二

人
で

水
場

へ
降

り
る

、
採

水
地

は
水

場
と

い
う

よ
り

も
滝

と
滝

つ
ぼ

の
状

態
で

あ
っ

た
。

 

昼
食

と
行

者
堂

の
清

掃
を

終
え

た
午

後
１

３
時

過
ぎ

、
椎

木
・

今
野

の
ご

両
人

が
到

着
さ

れ
、

行
者

堂
で

勤
行

後
水

汲
み

に
降

り
ら

れ
た

。
 

小
屋

内
で

着
替

え
て

濡
れ

た
装

束
の

整
理

を
さ

れ
る

。
 

両
氏

の
計

画
書

を
拝

見
す

る
と

、
連

日
３

時
起

床
・
４

時
出

発
が

基
本

で
、

こ
の

日
も

４
時

に
玉

置
神

社
を

出
発

し
、

１
４

時
３

０
分

到
着

予
定

も
、

こ

の
大

雨
の

な
か

昼
食

も
と

ら
ず

又
、

ほ
と

ん
ど

休
息

も
せ

ず
、

ひ
た

す
ら

歩

か
れ

た
と

の
事

で
あ

る
。

 

全
体

の
計

画
で

は
、

最
終

目
的

は
５

月
３

日
の

大
峯

・
山

上
ヶ

岳
で

の
戸

開
式

参
加

で
あ

り
、

広
島

市
の

椎
木

氏
、

宮
城

県
岩
沼

市
の

今
野

氏
と
遠

く

離
れ

た
お

二
人

が
 

第
一

日
( ４

月
２

５
日

)  
昼

過
ぎ

新
宮

で
合
流

、
神
倉

神
社

、
千
穂

ヶ
峯

を
経

て
速

玉
大

社
参

拝
。

( 新
宮
泊

) 

第
二

日
 

新
宮

市
か

ら
那
智

大
社

・
青
岸
渡
寺

へ
( 約

２
０
㎞
徒

歩
) 

第
三

日
 
那
智

山
～

大
雲
取

・
小
雲
取
越

え
～

本
宮

大
社

参
拝

 

第
四

日
 

本
宮

～
玉

置
神

社
 

第
五

日
 

玉
置

神
社

～
行
仙

宿
 

第
六

日
 

行
仙

宿
～

前
鬼

・
小
仲
坊

( 椎
木

氏
翌

日
下

山
帰
途

へ
) 

第
七

日
 

前
鬼

・
小
仲
坊

～
弥

山
小

屋
 

第
八

日
 
弥

山
小

屋
～

山
上

ヶ
岳

( 桜
本
坊

) 

第
九

日
 

山
上

ヶ
岳

・
大
峰

戸
開

式
～

吉
野

山
・
金

峯
山
寺

 

第
十

日
 

吉
野

山
～

７
５
番

目
の
靡

・
柳

の
宿

～
京
都

( 泊
) 

第
十

一
日

 
帰
途

へ
 

と
な

っ
て

い
る

。
４

月
２

５
日

の
新

宮
合
流

か
ら

５
月

５
日

の
帰
途
迄

の

１
１

日
間

の
二

人
の

大
峰
順

峯
奥
駈

行
で

あ
る

。
 

今
ど
き

戸
開

式
に

参
加

の
為

、
新

宮
か

ら
１

１
日

間
か

け
て

歩
か

れ
る

行

者
は

、
両

氏
以
外

い
な

い
だ
ろ

う
。
お

二
人

の
熱

い
気
持
ち

に
接

し
た

接
待

で
あ

っ
た

。
 

行
者

さ
ん

で
も

一
般
登

山
者

で
も

大
半

が
吉

野
か

ら
入
峰

し
、

本
宮

へ
向

か
う
逆

峯
が

大
半

の
な

か
、
順

峯
で

の
参

加
は

玉
岡
相
談

役
の
ア
ド
バ
イ
ス
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が
そ

う
さ

せ
た

様
で

あ
る

。
 

１
４

時
頃

一
般
登

山
者

３
人

、
夕
方

に
２

人
計

５
人

の
来

宿
が

あ
っ

た
。
 

そ
の

内
の

一
人
横
浜

市
の
永

山
君

は
、

中
学
生
ま

で
新

宮
市

で
過

ご
し

た

と
の
話

が
あ

っ
て

、
夜

の
部

も
大

い
に
語

り
合

っ
た

。
 

３
時

起
床

、
４

時
出

発
の

両
氏

の
為

、
２

時
過

ぎ
に

起
き

、
朝

食
の
準
備

に
か

か
り

予
定
通

り
４

時
、

雨
の

な
か
次

の
予

定
地

前
鬼

へ
向
わ

れ
た

。
 

来
宿

の
５

人
も

６
時

前
後

に
は

、
今

日
の

予
定

地
玉

置
山

に
向
わ

れ
た

。
 

皆
を
送

り
出

し
た

後
、

７
時

前
に

は
雨

が
上

が
り
薄

日
が
漏

れ
そ

う
な

天

候
に
変
わ

り
、

二
人

で
水

場
径

の
段

差
改

修
( 約

１
０

箇
所

) と
薪

置
場

へ
の

薪
補

充
を

行
う

。
時

間
通

行
規
制

に
間

に
合

う
よ

う
に

昼
前

に
下

山
。

 

１
３

時
過

ぎ
下

北
山

村
役

場
へ
寄

り
、
藤
岡
産

業
建
設
課
長

よ
り

池
郷

林

道
の

開
通

見
込

み
・
現

状
を
聞

く
と
共

に
村
長

さ
ん

に
４

０
周

年
記

念
祝

賀

会
招

待
状

を
お
渡

し
、

参
加
依
頼

を
お
願

い
し
帰
途

に
つ

い
た

。
 

( 沖
崎

 
記

)  
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